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   Seventy five patients requiring urethral catherization for over 24 hours were treated with 
a latex Foley catheter with sustained release of chlorhexidine in a closed drainage system. 
   While the catheter was indwelt, urinary concentrations of chlorhexidine were maintained 
at the level of 1 to 2 pg/ml in average in almost all patients. 
   The catheter was highly effective in preventing the acquisition of catheter-associated bac-
teriuria in patients with initially sterile urine without systemic antimicrobial therapy. The 
aquisition rate of bacteriuria was 8, 16, 23, 35 and 74% on day 3, 4, 5, 5 and 7 with the
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catheter indwelt, respectively. 
   The catheter was not effective in eradicating preexisting bacteriuria. Complications of 
the catheter were minimal. 
Key  words: Inlying catheter, Prevention of urinary tract infection, Closed drainage, Catheter 
           with sustained release of chlorhexidine





















































路の使用 を原期 とした.外 尿導口の管理は0.02%
chlorhexidinedigluconate(ヒビテン⑪)による消毒
を行ない,滅 菌 ガ ーゼ で覆 う処置を毎 日1回行なっ




















中野 ・ほか:ク ロルヘキシジソ徐放性天然ゴムカテーテル ・尿路感染予防







5)カ テーテル留置に伴 う副作用の検討:カ テーテ



























カテ ー テ ル 留置 前 の細 菌 尿 の判 定 で は50例 が 無 菌
尿,20例が 細 菌 尿,5例 が 検 査不 十 分 の ため 判 定 不 能
で あ った.
カ テ ーテ ル 留置 前 無 菌 尿 患 老 を 対 象 と して尿 路 感 染
防 止 効 果 を 検 討 した(TableI).すなわ ち カ テ ー テ ル
留 置 期 間 中 に 感 染 を起 こ さ なか った 患者 は,全 身 的抗
菌 剤 非 投 与 群 で71%(25例/35例),全身 的 抗菌 剤 投 与
群 で93%(14例/15例)で あ り,全 体 では78%で あ っ
た.全 身 的 抗 菌 剤 の 有無 に よる差 は 推 計 学 的 に は傾 向
(p<0.1)をみ る に と ど ま った も の の,非 投 与 群 で の
細 菌 尿 が 出現 した 群 で は 明 らか に 留 置 期 間 が長 か った
(P<0.001).そこで カ テ ーテ ル の 留 置期 間 を考 慮 した




た だ しFx:X日 目ま で の累 積 感 染 率(%o)
Bx:X日 目 まで の無 菌 尿 継 続 患 者 数(人)
Dx:X日 目 までに 感 染 した 患 者 累 積 数(人)
す なわ ち全 身 的 抗 菌 剤 非投 与 群 の累 積 感 染 率 は3日
目8%,4日 目16%,5日 目23%o,6日目35%,7日
目64%で あ った.他 方 抗菌 剤投 与 群 の15例 で の それ
は,3日 目10%であ った.
これ ら留置 前 無 菌 尿 患 者50例中 で,留 置期 間 中 に 細
菌 尿 とな ったll例か ら分 離 され た 細菌13株と,そ れ ら
の 塩 酸 ク ロル ヘ キ シジ ンに 対 す るMICをTable3
に 示 す.こ の 中 でMIC10μg/mlを 示 した3株 の
S.marcescens中の1株 を除 き,他 は 全 例 が 全 身 的 抗
菌 剤 は 投与 され て い な い症 例 か ら の もの で あ る.分 離
菌 種 はS.marcescens,M.m・rganii,Pseudomomas属
な ど の グ ラ ム陰 性 桿 菌 が 多 く,グ ラ ム陽 性 菌 で は ∫.
faecalisが多 い.こ れ ら のMICは 大 半 が2.5～10
















































































































































































どで あ る.こ れ らのMIC分 布 は2.5μ9/mlにピ ー
クを有 す るが,グ ラ ム陰 性 桿 菌 では5～10μg!mlの
も の が19株中5株(36%)認 め た.こ れ ら20例中 で留
置 中 の検 査 が 不 十 分 であ った1例 と,全 身的 抗菌 剤 の
併 用 が 行 なわ れ た2例 を 除 い た17例の 尿 中細 菌 数 の変
動 を み る と,留 置 期 間 中 に 減 少 した こ とは あ っ て も,
最 終 的 に 無 菌 尿 とな った 症 例 は 無 か った.す なわ ち留
置 期 間 申全 く同一 菌 種 に よ る細 菌 尿 の継 続 は17例中9
例(53%)で あ り,他 の8例 か らは 留 置 期間 中に 新 し
くll株が 出 現 した.そ れ らの細 菌 菌種 とそ の塩 酸 ク ロ
ルヘ キ シ ジ ンに 対 す るMICをTable5に 示 す.こ
の中 のE・coli,S・faeeatisの各1株 はそ れ ぞれ 菌 交
Table4.
















































































Tota1⊂Z⊃ 3(28)5(46⊃ 3(28} 11(100)
聾M工Cofthefirst-isolatedofthesamespeciesoftheorganiBmsinapatlent .
代現 象 を 起 こ した症 例 か ら 分離 さ れ た もの で,そ の
他 の株 は 全 て 重 複 感 染 で あ る.菌 種 別 頻 度 ではP.
aerugin・sa,αノ勉 η襯 な ど を 中心 と した グラ ム陰 性
桿菌 が 多 くを 占 め,留 置 前 に 比 較 す る と グ ラム 陽性 菌
の頻 度 は 少 な い.ま た(7andidaの新 た な感 染 は 生 じ
なか った.こ れ ら新 た に 出現 した 細 菌 の ク ロル ヘ キ シ
ジ ンに 対 す るMIcの 分 布 は2.5μ91mlにピー クを
有 し,グ ラ ム 陰 性 桿 菌9株 中3株(33%)は10P9/
mlを 示 した.こ れ ら のMIC分 布 は 留 置 前に 比 較 し
て全 体 的 に は 耐 性 化 の傾 向 で はな い が,〈ニノ勧 π苑 は
2株 と も10μg/m1と高 いMIC値 で あ った.
そ こで 少 数 の症 例 に つ い て,MICの 変 動 を追 求 し
た.症 例F-14(A。K。,男)で は1日 後 のP.aerugi-
nosa2.5μ9/mlが5日後 の株 も2・5#9/ml,症例H-
1(K.M.,男)で は 初 日 のP・aeruginosa2.5μ9/rnl
が3目 後 に も2.5μ9/ml,症例F4(K・K・,男)で
は初 日のM.morganii2.5μ9/mlが9日後 に5・oμ9/
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